
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この「風になる」という本は重度の知的障がいのあるかたが書かれました。 

著者のお母様が考案した文字盤を指す方法で文章が綴られています。（文字盤 

を使用できるまでの努力は言うまでもなく） 

自分の経験を語り、特性を分析し、その考えや、未来にまで思いを馳せてい 

ます。読み進めていくうち自閉症が云々より、著者の考えていることに引き込 

まれていくような本でした。すべての自閉症のかたが同じような考えを持って 

いるわけではありませんが自閉症を知るきっかけになるといいなと思います。 

友愛の家の図書コーナーには他にも東田さんの本がたくさん並んでいます。ぜひご覧ください。 

図書コーナー 

PICK UP! 

友愛の家交流スペースにある図書コーナーからグッときた

本を 1冊紹介します 

赤ラベル 48番 

風になる 自閉症の僕が生きていく風景 

著者 東田 直樹 

定期講座紹介 
友愛の家の講座は約 100 種類あります。その中から毎回

おすすめ講座をご紹介します。 

 

『親のしゃべり場』講座 

第 2土曜日 13時～15時 

「子どものことで話を聞いてほし

い」「雑談ができる仲間が欲しい」「パ

パだけど話したい」「ほっこりした

い」「おばあちゃんだけどいろいろな

情報を知りたい」…そんなあなたへ。

この講座は、障がいのある子どもの

いる家族の集まりです。先輩ママに

相談したり、若いママから新しい情

報を聞けたり。なんといっても手芸

しながらおやつを食べながら（笑）お

好きなスタイルで参加できるのがう

れしいですね。 

様子をみたい、参加したいかたは

友愛の家までご連絡ください。 

話せる場所が 

あるって大切 

 


